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提
　
言

陰
陽
道
研
究
の
可
能
性
─
『
新
陰
陽
道
叢
書
』
完
結
に
寄
せ
て

─

林　
　
　
　

淳

一
、『
陰
陽
道
叢
書
』
の
意
義

　
『
新
陰
陽
道
叢
書
』
全
五
巻
（
名
著
出
版
、
二
〇
二
〇
～
二
〇
二
一

年
。
以
下
、「
新
叢
書
」
と
呼
ぶ
）
が
約
一
年
を
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
四
半
世
紀
前
に
出
版
さ
れ
た
『
陰
陽
道
叢

書
』
全
四
巻
（
名
著
出
版
、
一
九
九
一
～
一
九
九
三
年
）
は
、「
旧
叢

書
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
叢
書
刊
行
の
意
義
を
語
ろ

う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
先
行
し
た
旧
叢
書
と
の
関
係
を
見
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

旧
叢
書
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
。
一
言
で
い
う
と
、
旧
叢

書
が
出
た
こ
と
で
、
陰
陽
道
が
一
つ
の
研
究
分
野
と
し
て
浮
上
し
、

学
術
の
世
界
で
探
究
に
値
す
る
分
野
と
し
て
市
民
権
を
得
た
点
に

あ
っ
た
。
も
し
旧
叢
書
が
な
か
っ
た
ら
、
今
も
陰
陽
道
は
、
少
数

の
愛
好
家
の
み
が
集
ま
る
風
変
わ
り
な
分
野
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
。
新
叢
書
の
五
人
の
編
者
は
、
旧
叢
書
を
座
右
の

書
と
し
、
陰
陽
道
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
で
博
士
論
文
を
書
い
た
経

験
を
も
っ
て
い
る
。
も
し
旧
叢
書
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
五

人
も
陰
陽
道
を
自
ら
の
専
門
に
し
な
か
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
旧

叢
書
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
新
叢
書
は
企
画
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
と
い
っ

て
過
言
で
は
な
い
。
以
下
、
旧
叢
書
の
内
容
を
ふ
り
か
え
り
た
い
。

　

旧
叢
書
掲
載
の
ほ
と
ん
ど
の
論
文
は
、
既
刊
の
論
文
を
再
録
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
新
稿
も
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
に
刊
行

さ
れ
た
論
文
も
含
ま
れ
て
い
た
。
陽
の
目
を
見
な
か
っ
た
価
値
の

あ
る
論
文
が
、
時
を
え
て
旧
叢
書
に
再
録
さ
れ
、
一
般
に
読
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
編
者
が
広
い
範
囲
か
ら
関
係
す
る
論
文
を
博
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57　［提言］陰陽道研究の可能性
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捜
し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
第
四
巻
の
特
論
に
収
め
ら
れ
た
の

は
、
ほ
と
ん
ど
が
古
代
陰
陽
道
に
関
す
る
論
文
で
あ
っ
た
。
全
四

巻
の
う
ち
、
実
は
二
つ
の
巻
は
古
代
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
だ
け
陰
陽
道
と
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
に
特
有
な
呪
術
、

祭
祀
、
慣
習
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
陰
陽
道
が
平
安
時
代
を
対
象

に
し
た
研
究
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
中
世
、
近
世
の
陰
陽
道
を

専
門
に
し
た
論
文
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
を
暗
に
示
す
。
中
世
巻

を
編
集
し
て
い
た
脊
古
真
哉
か
ら
、
論
文
を
見
つ
け
る
の
に
苦
労

し
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
の
研
究
状
況
か
ら

見
て
、
中
世
陰
陽
道
を
扱
っ
た
論
文
は
、
鎌
倉
幕
府
の
陰
陽
道
を

扱
っ
た
少
数
の
論
文
や
柳
原
敏
昭
の
論
文
を
除
く
と
あ
ま
り
な
か

っ
た
。
近
世
巻
の
場
合
は
す
こ
し
事
情
が
違
っ
て
い
た
。
近
世
巻

の
編
者
で
あ
っ
た
木
場
明
志
が
、
本
所
・
土
御
門
家
に
よ
る
陰
陽

師
編
成
を
扱
っ
た
高
埜
利
彦
の
論
文
を
取
り
上
げ
、
木
場
自
ら
が

開
拓
し
た
地
方
陰
陽
師
の
研
究
と
連
携
さ
せ
、
近
世
の
陰
陽
道
研

究
の
基
本
的
な
道
筋
を
設
定
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま

ま
で
述
べ
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
旧
叢
書

は
、
古
代
を
対
象
に
し
た
論
文
を
多
く
掲
載
し
、
平
安
時
代
こ
そ

陰
陽
道
が
も
っ
と
も
活
発
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
た
。
中
世
を
専
門
と
し
た
論
文
は
ま
だ
少
な
く
、
近
世
巻

で
は
や
っ
と
基
本
的
な
道
筋
が
定
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
平
安
時

代
を
陰
陽
道
の
ピ
ー
ク
と
す
る
前
提
の
偏
り
を
是
正
し
、
中
世
、

近
世
の
陰
陽
道
の
形
態
と
そ
の
時
代
的
背
景
を
解
明
す
る
こ
と
が
、

つ
ぎ
の
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
、
定
義
を
め
ぐ
っ
て

　

旧
叢
書
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
、
定
義
の
問
題
が
議
論
の
対
象

に
な
っ
て
、
一
定
の
決
着
が
つ
い
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
何
が
陰
陽
道
な
の
か
、
何
が
陰
陽
道
で
は
な
い
の
か
は
、
専

門
家
で
さ
え
回
答
で
き
な
い
時
代
が
長
く
あ
っ
た
。
陰
陽
五
行
説

に
関
す
る
こ
と
が
陰
陽
道
で
あ
る
と
漠
然
と
考
え
、
定
義
を
議
論

す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
旧
叢
書
の
二
人
の
編
者
が
、
定

義
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
た
。
一
人
は
、
陰
陽
道
史
の
先
駆

者
の
村
山
修
一
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
、
気
鋭
の
山
下
克
明
で
あ

っ
た
。
村
山
は
、
陰
陽
五
行
説
が
陰
陽
道
だ
と
考
え
、
中
国
の
殷

の
時
代
か
ら
続
い
た
民
間
信
仰
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ

た（
（
（

。
中
国
の
民
間
信
仰
の
陰
陽
道
が
日
本
に
早
い
時
代
に
伝
来
し
、

そ
れ
が
仏
教
、
神
道
な
ど
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
の
が
村

山
説
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
山
下
は
、
村
山
説
を
批
判
す
る

か
た
ち
で
自
説
を
展
開
し
た
。

一
般
的
に
陰
陽
道
と
は
、
中
国
古
代
の
陰
陽
・
五
行
説
に
基

づ
い
て
自
然
界
の
災
異
や
人
間
界
の
吉
凶
を
説
明
す
る
も
の
、

あ
る
い
は
具
体
的
に
易
占
等
を
も
っ
て
陰
陽
道
と
す
る
…
…
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し
か
し
こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

〝
陰
陽
道
〟
と
い
う
言
葉
は
中
国
は
も
と
よ
り
、
日
本
と
同

様
に
中
国
文
化
の
影
響
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
に
は

お
の
ず
と
概
念
が
存
在
す
る
。
日
本
で
陰
陽
道
と
い
う
語
が

一
般
化
す
る
の
は
十
世
紀
頃
、
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
九
世
紀

中
頃
か
ら
紀
伝
道
・
明
経
道
・
明
法
道
・
算
道
の
呼
称
が
み

え
は
じ
め
、
さ
ら
に
天
文
道
・
暦
道
や
医
道
等
の
名
称
が
続

く
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
大
学
寮
・
陰
陽
寮
・
典
薬
寮
等
、
専

門
の
学
術
・
技
術
を
行
使
し
博
士
と
学
生
を
擁
す
る
学
術
教

育
機
関
な
い
し
は
そ
の
分
科
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
る（

（
（

。

　

陰
陽
道
の
呼
称
は
一
〇
世
紀
頃
に
一
般
化
し
、
そ
れ
は
諸
道
の

一
つ
と
し
て
成
立
し
た
と
論
じ
た
山
下
は
、「
陰
陽
道
は
陰
陽
寮

と
い
う
一
つ
の
官
僚
機
構
に
胚
胎
し
た
職
業
組
織
体（

（
（

」
と
明
確
な

陰
陽
道
を
定
義
し
た
。
村
山
説
で
は
、
陰
陽
五
行
思
想
を
指
標
と

す
る
故
に
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
が
広
く
陰
陽
道
と

認
識
さ
れ
た
が
、
山
下
説
で
職
業
組
織
体
に
狭
く
限
定
さ
れ
た
。

　

山
下
は
、
陰
陽
道
の
成
立
を
九
世
紀
後
半
～
一
〇
世
紀
の
日
本

社
会
に
求
め
、
佐
藤
進
一
が
い
う
官
司
請
負
制
に
リ
ン
ク
さ
せ
て

説
明
し
た
。
陰
陽
道
は
日
本
の
平
安
中
期
に
成
立
し
た
も
の
で
あ

り
、
諸
道
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
山
下
説
は
、
そ
の
後
通
説
と
な

っ
た
。
山
下
が
、
日
本
史
学
の
成
果
と
つ
な
げ
て
陰
陽
道
を
定
義

し
、
典
拠
と
す
べ
き
史
料
や
典
籍
を
明
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

古
代
・
中
世
の
陰
陽
道
研
究
は
日
本
史
学
の
枠
の
中
で
進
捗
し
た
。

陰
陽
道
史
は
、
国
家
制
度
、
官
人
制
度
、
家
の
成
立
な
ど
と
の
関

連
で
探
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

山
下
だ
け
で
は
な
く
、
旧
叢
書
に
お
い
て
日
本
史
学
の
進
展
と

連
携
す
る
方
向
は
模
索
さ
れ
た
。
足
利
義
満
政
権
の
国
家
儀
礼
と

し
て
陰
陽
道
祭
祀
を
位
置
づ
け
た
柳
原
の
研
究
、
近
世
の
朝
幕
関

係
の
枠
で
本
山
・
本
所
の
宗
教
者
支
配
を
提
起
し
た
高
埜
の
研
究

が
、
す
で
に
旧
叢
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
日
本
史
学
の
な
か
で

政
治
史
と
宗
教
史
が
交
流
す
る
領
域
に
着
眼
し
た
新
研
究
を
紹
介

し
た
の
は
、
山
下
、
小
坂
眞
二
、
脊
古
、
木
場
の
若
手
の
編
者
で

あ
っ
た
。
こ
の
四
人
が
編
者
と
な
っ
て
、
所
収
論
文
の
選
定
に
尽

力
し
た
。
私
は
、
彼
ら
四
人
の
若
手
研
究
者
の
役
割
を
評
価
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。

編
者
の
な
か
の
四
人
の
新
世
代
の
研
究
者
が
健
闘
し
、
研
究

を
押
し
進
め
る
こ
と
に
貢
献
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
が

い
た
か
ら
、
陰
陽
道
研
究
は
さ
ら
に
展
開
し
、『
新
陰
陽
道

叢
書
』（
以
下
、
新
叢
書
と
す
る
）
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で

あ
る
。
四
人
の
若
い
研
究
者
は
、
日
本
史
学
の
新
し
い
研
究

動
向
に
目
配
り
を
効
か
せ
、
黒
田
俊
雄
の
顕
密
体
制
論
が
宗

教
史
を
一
変
さ
せ
た
こ
と
を
同
時
代
的
に
見
て
い
た
世
代
で
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も
あ
っ
た
。
政
治
史
な
ど
の
分
野
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
陰
陽

道
を
再
考
す
る
方
向
へ
研
究
の
舵
を
切
っ
た
の
は
、
彼
ら
で

あ
っ
た
。（
新
叢
書
、
特
論
巻
、
一
～
二
頁
）

　

定
義
問
題
に
決
着
が
つ
い
た
こ
と
と
、
日
本
史
学
の
成
果
を
積

極
的
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
が
、
若
い
世
代
の
研
究
者
を
刺
激
し
て
、

新
た
な
関
係
す
る
論
文
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
り
、
新
叢
書
刊
行

ま
で
つ
な
が
っ
た
と
私
は
見
て
い
る
。

三
、
新
叢
書
の
構
成

　

新
叢
書
は
、
古
代
、
中
世
、
近
世
、
民
俗
・
説
話
、
特
論
の
五

巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
旧
叢
書
と
の
違
い
の
一
つ
は
、
民
俗
・

説
話
巻
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
暦
、
日
の
吉
凶
、
占
い
は
、
人

び
と
の
日
常
生
活
や
生
業
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
民
俗
学
の

対
象
に
な
っ
て
き
た
事
象
で
あ
っ
た
。
旧
叢
書
の
編
者
に
は
民
俗

学
者
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
民
俗
学
者
が
入
っ
て
い
た
ら
、

旧
叢
書
の
段
階
で
も
民
俗
の
巻
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

第
一
巻
の
古
代
巻
は
、「
Ⅰ
「
陰
陽
道
」
概
念
と
陰
陽
道
の
成

立
」、「
Ⅱ 

占
い
・
呪
術
・
方
違
え
」、「
Ⅲ 

陰
陽
道
の
制
度
」、

「
Ⅳ 

暦
・
天
文
・
漏
刻
」、「
Ⅴ 

史
料
論
」
と
い
う
五
つ
の
部
立

て
に
な
っ
て
い
る
。
古
代
陰
陽
道
の
研
究
は
、
朝
廷
で
活
動
し
た

官
僚
で
あ
っ
た
「
官
人
陰
陽
師
」
を
中
心
に
行
わ
れ
、
彼
ら
の
活

動
は
「
朝
廷
陰
陽
道
」
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
官
人
陰

陽
師
以
外
の
法
体
の
法
師
陰
陽
師
や
カ
ク
レ
陰
陽
師
も
存
在
し
た

が
、
彼
ら
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
よ
い
の
か
。
一
方
で
、
官

人
陰
陽
師
が
行
う
朝
廷
陰
陽
道
こ
そ
が
陰
陽
道
で
あ
っ
て
、
朝
廷

陰
陽
道
に
絞
っ
て
研
究
を
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

法
師
陰
陽
師
は
、
陰
陽
師
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
と
考
え
る
。
他

方
で
、
法
師
陰
陽
師
な
ど
の
実
態
を
解
明
し
た
研
究
者
か
ら
は
、

法
師
陰
陽
師
な
ど
を
含
め
て
陰
陽
道
と
定
義
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
編
者
の
細
井
浩
志
は
、
広
義
の
陰
陽
道
と

狭
義
の
陰
陽
道
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
両
説
を
調
停
す
る
。
ま
た

細
井
は
、
陰
陽
道
と
い
う
語
の
出
現
以
前
に
呪
禁
師
の
活
動
が
あ

っ
た
こ
と
を
重
視
し
、
語
の
以
前
に
陰
陽
道
は
成
立
し
て
い
た
と

論
じ
る
（
古
代
巻
、
一
一
頁
）。
古
代
巻
を
見
る
と
、
朝
廷
陰
陽
道

の
祭
祀
や
占
い
に
つ
い
て
精
緻
な
研
究
と
と
も
に
、
暦
・
天
文
・

漏
刻
に
関
す
る
科
学
史
の
立
場
か
ら
の
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
巻
の
中
世
巻
は
、「
Ⅰ 

中
世
の
国
家
・
権
力
と
陰
陽
道
」、

「
Ⅱ 

中
世
の
暦
・
天
文
・
占
術
・
呪
術
」、「
Ⅲ 

中
世
の
寺
社
・

地
域
社
会
と
陰
陽
道
」
の
三
つ
の
部
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
村
山

は
、
鎌
倉
時
代
の
陰
陽
道
を
「
武
家
陰
陽
道
」
と
名
付
け
て
、
鎌

倉
幕
府
に
よ
る
陰
陽
道
の
展
開
を
論
じ
た
。
旧
叢
書
で
も
、『
吾

妻
鏡
』
の
記
事
を
使
っ
て
鎌
倉
に
お
け
る
陰
陽
道
祭
祀
を
解
明
し

た
論
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
研
究
状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
は
、
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中
世
巻
の
編
者
で
あ
る
赤
澤
春
彦
『
鎌
倉
期
官
人
陰
陽
師
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
で
あ
っ
た
。
九
世
紀
後
半
～
一

〇
世
紀
に
成
立
し
た
朝
廷
陰
陽
道
が
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
発
展

し
、「
官
人
陰
陽
師
の
全
盛
期
」（
中
世
巻
、
三
〇
頁
）
と
な
っ
た
と

評
価
が
さ
れ
、
古
代
陰
陽
道
と
中
世
前
期
の
陰
陽
道
の
連
続
性
が

強
く
意
識
さ
れ
た
。
赤
澤
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
中
世
の
国
家
や

社
会
と
陰
陽
道
を
関
連
づ
け
た
研
究
が
増
加
し
、
新
叢
書
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
古
代
と
中
世
前
期
の
連
続
性
が
意
識
さ
れ
た
が
、

中
世
前
期
と
中
世
後
期
の
間
の
非
連
続
性
も
同
時
に
意
識
さ
れ
た
。

中
世
後
期
に
な
る
と
、
朝
廷
陰
陽
道
の
発
展
史
と
し
て
は
語
る
こ

と
の
で
き
な
い
時
代
に
な
っ
た
。
地
域
の
寺
社
権
門
、
そ
こ
に
蓄

積
さ
れ
た
知
識
の
運
用
、『
簠
簋
内
伝
』
の
流
布
、
民
間
宗
教
者

の
活
動
な
ど
、
朝
廷
陰
陽
道
と
は
異
質
な
場
に
お
い
て
陰
陽
道
の

新
展
開
が
あ
っ
た
。
陰
陽
道
史
に
お
い
て
古
代
と
中
世
前
期
は
連

続
的
に
つ
な
が
っ
た
が
、
中
世
後
期
は
、
中
世
前
期
に
も
近
世
に

も
連
続
的
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
赤
澤
が
、「
混
沌
と
し
た
中
近

世
移
行
期
の
陰
陽
道
・
陰
陽
師
」（
中
世
巻
、
三
二
頁
）
を
め
ぐ
っ

て
古
代
・
中
世
の
「
陰
陽
道
」
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
幅
広
く

検
討
す
る
こ
と
を
説
く
。

　

第
三
巻
の
近
世
巻
は
、「
Ⅰ 

幕
藩
体
制
と
陰
陽
道
組
織
」、「
Ⅱ 

地
域
の
陰
陽
師
」、「
Ⅲ 

占
い
と
陰
陽
道
」、「
Ⅳ 

暦
学
の
変
容
」

と
い
う
四
つ
の
部
立
て
で
あ
る
。
ち
な
み
に
旧
叢
書
の
近
世
篇
は
、

「
Ⅰ 

幕
藩
体
制
と
陰
陽
道
」、「
Ⅱ 

地
域
の
陰
陽
道
」、「
Ⅲ 

陰
陽

道
祭
祀
と
天
皇
・
将
軍
」、「
Ⅳ 

編
暦
・
改
暦
の
問
題
」
と
な
っ

て
お
り
、
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
新
叢
書
の
近
世
巻
は
、

旧
叢
書
の
巻
の
構
成
を
継
承
し
て
い
る
。
旧
叢
書
の
近
世
巻
を
担

当
し
た
木
場
の
先
見
の
明
が
、
新
叢
書
に
引
き
つ
が
れ
た
と
私
は

見
る
。
旧
叢
書
に
掲
載
さ
れ
た
木
場
、
高
埜
の
論
文
が
土
御
門
家

に
よ
る
地
域
陰
陽
師
の
編
成
を
論
じ
、
そ
の
延
長
線
上
で
、
林
淳

『
近
世
陰
陽
道
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）、
梅
田
千
尋

『
近
世
陰
陽
道
組
織
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
が
刊

行
さ
れ
た
。
新
叢
書
の
近
世
巻
は
、
本
所
に
よ
る
陰
陽
師
編
成
を

重
視
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
占
い
の
書
や
暦
学
に

見
ら
れ
る
陰
陽
道
的
知
を
展
望
す
る
。
梅
田
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
陰
陽
道
は
、
雑
多
で
不
可
思
議
な
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
で
は

な
く
、
近
世
の
人
び
と
が
、
階
層
を
超
え
て
共
有
し
て
い
た
世
界

観
・
秩
序
観

─
時
間
と
空
間
を
巡
る
吉
凶
の
感
覚

─
に
基
づ

き
、
信
仰
上
の
役
割
を
果
た
す
技
術
の
集
積
で
あ
っ
た
」（
近
世
巻
、

三
〇
頁
）。
木
場
に
始
ま
っ
た
近
世
陰
陽
道
研
究
は
着
実
に
進
展
し
、

新
し
い
段
階
の
地
平
を
切
り
開
き
つ
つ
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

第
四
巻
の
民
俗
・
説
話
巻
は
、
旧
叢
書
で
見
落
さ
れ
た
民
俗
学

関
係
の
論
文
を
拾
い
上
げ
る
試
み
で
も
あ
る
。
総
論
を
除
い
て
も

二
二
篇
の
論
文
が
並
び
、
頁
数
も
五
巻
の
な
か
で
群
を
抜
く
。
編

者
の
小
池
淳
一
に
よ
れ
ば
、
意
外
な
こ
と
に
「
民
俗
研
究
の
中
で
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陰
陽
道
と
の
関
わ
り
は
比
較
的
等
閑
視
さ
れ
、
探
究
は
停
滞
し
て

い
た
」（
民
俗
・
説
話
巻
、
四
頁
）
と
い
う
。
こ
の
巻
の
刊
行
に
よ
っ

て
、
陰
陽
道
と
民
俗
と
い
う
分
野
に
光
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
こ
の
巻
の
構
成
は
、「
Ⅰ 

民
俗
」、「
Ⅱ 

説
話
と
祭

儀
・
芸
能
」、「
Ⅲ 
暦
と
占
い
」
の
三
部
か
ら
な
る
。
第
Ⅰ
部
は
、

年
中
行
事
、
祭
祀
、
口
承
文
芸
の
な
か
に
あ
る
陰
陽
道
的
な
要
素

を
う
か
が
い
、
い
ざ
な
ぎ
流
の
太
夫
の
行
法
、
地
方
の
晴
明
伝
説

の
伝
播
を
扱
う
。
小
池
は
「
民
俗
事
象
全
般
が
文
字
文
化
と
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
関
わ
り
合
い
、
生
活
の
な
か
で
文
字
を
活
用
す
る

こ
と
自
体
が
民
俗
の
一
側
面
で
あ
っ
た
」（
民
俗
・
説
話
巻
、
一
八

頁
）
と
指
摘
し
、
文
字
文
化
の
民
俗
へ
の
影
響
を
重
視
す
る
。
第

Ⅱ
部
で
は
、
説
話
や
伝
承
の
な
か
に
あ
る
陰
陽
道
的
要
素
を
見
出

し
、
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
へ
の
影
響
を
議
論
し
て
い
る
。
第
Ⅲ
部
で

は
、
時
代
を
特
定
せ
ず
に
暦
と
占
い
を
論
じ
る
が
、
近
世
か
ら
近

代
へ
の
展
開
を
考
え
る
上
で
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。「
呪

術
的
な
性
質
だ
け
で
は
な
く
、
前
近
代
に
お
け
る
技
術
や
科
学
知

識
と
し
て
の
性
質
」（
民
俗
・
説
話
巻
、
九
頁
）
に
注
目
す
る
小
池
の

指
摘
は
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
梅
田
の
発
言
と
響
き
あ
う
。

　

第
五
巻
の
特
論
巻
は
、「
Ⅰ 

安
倍
晴
明
像
の
再
生
産
と
変
容
」、

「
Ⅱ 

暦
の
近
代
と
東
ア
ジ
ア
」、「
Ⅲ 

陰
陽
道
史
料
の
現
在
」
の

三
部
立
て
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
、
四
人
の
編
者
が
リ
レ
ー
式
に

古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
晴
明
像
の
変
容
を
追
跡
す
る
。
対
象
を
晴

明
像
に
絞
っ
て
、
陰
陽
道
の
通
史
を
描
く
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。
第
Ⅰ
部
を
読
む
と
、
朝
廷
の
官
人
陰
陽
師
で
あ
っ
た
晴
明
像

と
、
朝
廷
と
い
う
場
を
離
れ
て
架
空
の
世
界
を
行
き
来
す
る
晴
明

像
の
二
つ
の
異
な
る
系
列
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
特
論
巻
、

七
頁
）。
第
Ⅱ
部
は
、
明
治
初
年
の
宗
教
者
問
題
を
取
り
上
げ
、

次
に
近
代
に
お
け
る
中
国
、
台
湾
、
韓
国
の
暦
文
化
を
考
察
し
て

い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
暦
文
化
の
比
較
研
究
は
、
端
緒
が
つ
い
た
ば

か
り
の
領
域
で
は
あ
る
が
、
将
来
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
第
Ⅲ
部
は
、
研
究
を
志
す
人
の
た
め
の
陰
陽
道
の

史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
館
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

五
巻
の
部
の
構
成
を
た
ど
っ
て
み
た
が
、
全
巻
を
通
読
す
る
人

は
、
編
者
以
外
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
関

心
の
あ
る
時
代
や
テ
ー
マ
に
即
し
て
掲
載
論
文
は
、
読
ま
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
巻
ご
と
に
完
結
し
て
い
る
が
、
巻
と
巻
の
間
に
は

連
関
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
。
た
と
え
ば
古
代
巻
と
中
世
巻
の

場
合
、
二
巻
を
通
読
す
る
と
、
古
代
・
中
世
の
朝
廷
陰
陽
道
の
展

開
が
よ
く
見
え
て
く
る
。
近
世
巻
と
民
俗
・
説
話
巻
と
は
相
補
的

で
あ
り
、
後
者
の
巻
で
提
供
さ
れ
て
い
る
民
俗
の
暦
日
や
説
話
に

つ
い
て
の
情
報
は
、
近
世
の
陰
陽
道
の
知
識
を
背
景
に
し
て
十
分

な
理
解
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
五
巻
の
特
論
は
、
近
代
を

扱
っ
て
近
世
巻
と
も
関
連
す
る
が
、
東
ア
ジ
ア
の
暦
文
化
と
の
比

較
を
試
み
た
点
で
、
他
の
巻
の
編
集
の
意
図
と
も
呼
応
す
る
。
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四
、
陰
陽
道
研
究
の
課
題

　

新
叢
書
は
、
陰
陽
道
研
究
の
終
着
点
で
は
な
く
、
出
発
点
に
な

る
べ
き
も
の
と
私
は
考
え
て
い
る
。
日
本
史
学
が
中
心
で
は
あ
る

が
、
民
俗
学
、
宗
教
学
、
文
学
研
究
な
ど
の
分
野
を
ま
き
こ
み
な

が
ら
、
分
野
を
横
断
し
研
究
は
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
学
際
的
な
対
話
と
協
力
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、

三
点
に
わ
け
て
課
題
を
あ
げ
て
み
る
。

㈠
移
行
期

　

陰
陽
道
史
に
お
け
る
中
世
後
期
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
を
ど
の

よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。
ど
の
よ
う
な
史
料
や
文
献
を
用

い
て
移
行
期
の
陰
陽
道
の
特
質
を
抽
出
し
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
か
つ
て
村
山
は
室
町
時
代
の
陰
陽
道
に
つ
い
て
「
民
間
陰
陽

道
」
と
い
う
語
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
村
山
は
、
宮
廷
陰
陽
道

が
没
落
し
、
声
聞
師
、
民
間
宿
曜
師
な
ど
が
活
動
を
は
じ
め
、
竃

神
信
仰
、
庚
申
信
仰
、
七
福
神
信
仰
が
広
が
っ
た
こ
と
を
以
て

「
民
間
陰
陽
道
」
の
発
展
と
指
摘
し
た（

（
（

。
し
か
し
「
民
間
陰
陽
道
」

が
そ
の
ま
ま
に
近
世
の
本
所
に
編
成
さ
れ
る
陰
陽
師
に
つ
な
が
る

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
赤
澤
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

旧
叢
書
以
降
、
近
世
陰
陽
道
研
究
は
大
き
く
進
み
、
現
在
で

は
近
世
の
陰
陽
師
を
「
土
御
門
家
か
ら
陰
陽
師
免
許
を
得
た

者
」
と
定
義
す
る
理
解
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
明

期
前
後
に
身
分
支
配
か
ら
職
分
支
配
へ
と
質
的
な
変
容
を
遂

げ
「
陰
陽
師
」
と
い
う
抽
象
化
さ
れ
た
職
分
に
よ
っ
て
編
成

さ
れ
る
集
団
へ
と
展
開
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

…
…
こ
う
し
た
近
世
の
陰
陽
師
像
の
明
確
化
は
、
こ
れ
ま
で

技
能
や
家
の
継
承
を
中
心
に
陰
陽
師
の
特
質
を
議
論
し
て
き

た
古
代
・
中
世
の
陰
陽
師
と
は
ま
っ
た
く
次
元
の
異
な
る
陰

陽
師
像
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
中
世
巻
、
三
一
頁
）

　

赤
澤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
近
世
陰
陽
道
の
研
究
が
進
展
し
た

お
か
げ
で
、
中
世
ま
で
の
陰
陽
道
と
近
世
の
陰
陽
道
の
間
に
越
え

が
た
い
非
連
続
が
あ
る
こ
と
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
中
世
後
期
の
陰

陽
道
は
、
古
代
・
中
世
の
朝
廷
陰
陽
道
の
枠
組
み
で
も
な
く
、
近

世
の
本
所
支
配
の
枠
組
み
で
も
な
く
、
視
野
を
広
げ
て
検
討
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
第
五
巻
の
総
論
で
私
は
、「
拡
散
し
た
陰
陽
道
」

と
い
う
語
を
以
て
中
世
後
期
か
ら
一
七
世
紀
末
ま
で
の
状
況
を
長

期
的
に
捉
え
る
こ
と
を
提
言
し
た
（
特
論
巻
、
一
三
～
一
四
頁
）。
こ

れ
は
、
あ
く
ま
で
仮
説
で
あ
っ
て
実
体
化
さ
せ
る
つ
も
り
は
な
い
。

中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
成
果

と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

移
行
期
で
は
な
い
が
、
陰
陽
道
が
成
立
す
る
九
世
紀
後
半
～
一

〇
世
紀
以
前
の
「
陰
陽
道
」
と
、
一
八
七
〇
年
の
陰
陽
道
廃
止
令
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以
降
の
「
陰
陽
道
」
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
か
。
つ

ま
り
陰
陽
道
の
前
史
と
後
史
を
ど
の
よ
う
に
議
論
の
俎
上
に
の
せ

れ
ば
よ
い
の
か
。
細
井
は
、
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
前
半
に
お
い

て
呪
禁
師
と
陰
陽
師
が
統
合
さ
れ
て
「
初
期
陰
陽
道
」
が
成
立
し

た
と
論
じ
た
。「
陰
陽
道
」
と
い
う
語
は
ま
だ
な
く
て
も
、
構
成

要
素
か
ら
見
て
「
初
期
陰
陽
道
」
は
陰
陽
道
と
称
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
条
件
を
も
つ
と
細
井
は
説
く
。
細
井
の
提
案
は
、
語
の
使

用
と
構
成
要
素
を
分
け
て
議
論
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
山
下
説
が
登
場
し
て
か
ら
否
定
さ
れ
て
き
た
、
陰
陽
道
の
起

源
を
中
国
に
求
め
た
村
山
説
は
誤
り
と
は
一
概
に
言
え
な
く
な
り
、

「
東
ア
ジ
ア
史
的
視
点
で
見
る
と
、
道
士
が
使
う
道
教
系
の
呪
術

が
呪
禁
と
し
て
倭
国
に
伝
播
し
、
そ
の
日
本
に
お
け
る
展
開
が
陰

陽
道
の
歴
史
だ
と
理
解
す
る
の
は
妥
当
」（
古
代
巻
、
五
三
頁
）
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

近
代
の
陰
陽
道
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
と
よ
い
か
。
一
八
七
〇

年
の
陰
陽
道
廃
止
令
に
よ
っ
て
「
陰
陽
師
」
は
廃
業
と
な
っ
て

「
陰
陽
道
」
は
消
滅
し
た
と
通
常
は
理
解
さ
れ
て
き
た
。
注
意
す

べ
き
点
は
、
明
治
政
府
が
法
令
で
禁
じ
た
の
は
、
本
所
土
御
門
家

の
陰
陽
師
支
配
と
、
土
御
門
家
が
掌
握
し
て
い
た
暦
の
権
限
で
あ

っ
た
（
特
論
巻
、
一
七
三
～
一
七
四
頁
）。
土
御
門
家
が
行
っ
て
い
た

朝
廷
で
の
祭
祀
、
暦
、
占
い
の
活
動
の
う
ち
、
朝
廷
で
の
祭
祀
は

消
滅
し
、
暦
の
権
限
は
政
府
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
占
い
は

社
会
の
中
で
周
辺
化
し
て
存
在
し
た
。
か
つ
て
陰
陽
道
の
名
の
も

と
で
土
御
門
家
が
管
理
し
た
暦
と
占
い
は
、
土
御
門
家
の
手
を
離

れ
て
も
持
続
し
社
会
的
な
需
要
は
継
続
し
た
。
陰
陽
道
と
称
す
る

必
要
は
な
い
が
、
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
の
な
か
で
暦
や
占
い
を
研
究

し
て
い
け
ば
、
干
支
、
二
十
四
節
気
、
日
の
吉
凶
な
ど
、
類
似
の

構
成
要
素
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
る
。
細
井
の
提
案
に
習
っ
て
、

陰
陽
道
の
語
や
定
義
に
煩
わ
さ
れ
ず
に
、
構
成
要
素
に
着
眼
し
て

い
け
ば
、
思
い
が
け
な
い
発
見
に
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

㈡
宗
教
史
と
し
て
の
陰
陽
道

　

陰
陽
道
は
、
紀
伝
道
、
明
経
道
、
明
法
道
、
算
道
、
医
道
な
ど

と
と
も
に
諸
道
の
一
つ
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
は
、
繰
り
返
し
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
点
か
ら
し
て
陰
陽
師
は
、
技
能
官
人
で
あ

っ
た
。
し
か
し
陰
陽
師
は
モ
ノ
ノ
ケ
を
退
治
し
呪
い
に
関
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
陰
陽
道
は
「
呪
術
宗
教
化
」
し
た
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。「
呪
術
宗
教
化
」
し
た
陰
陽
道
は
、
日
本
宗
教
史
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
、
他
の
宗
教
伝
統
と
の
関
係
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仏
教
、
修
験
道
、
神
道
と
ど
の
よ
う
な

交
渉
・
対
抗
・
相
互
作
用
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い

に
す
ぐ
に
回
答
で
き
る
専
門
家
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
密
教
修

法
と
陰
陽
道
祭
祀
の
併
修
が
行
わ
れ
、
宿
曜
道
、
星
供
、
星
曼
荼

羅
の
よ
う
に
密
教
的
な
天
文
占
星
術
や
星
座
信
仰
が
あ
っ
た
。
顕
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密
仏
教
と
陰
陽
道
と
の
関
係
の
痕
跡
は
、
い
く
つ
も
見
出
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
が
、
総
体
的
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
顕
密
仏
教
と
陰
陽
道
の
関
係
を
問
う
こ
と
は
大
切
だ
と
言

う
こ
と
は
で
き
る
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
て
半
ば
賛

成
、
半
ば
反
対
で
あ
る
。
修
験
道
は
、
顕
密
仏
教
の
一
分
野
が
自

立
し
て
い
く
動
き
で
あ
っ
て
、
一
五
世
紀
に
聖
護
院
門
跡
を
中
心

に
組
織
化
し
た
集
団
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
修
験
道
は
、
顕
密
仏
教

の
内
側
か
ら
自
立
し
た
集
団
で
あ
っ
た（

（
（

。
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一

六
世
紀
に
活
躍
し
た
吉
田
兼
俱
は
、
神
祇
官
の
卜
部
家
を
継
承
し

て
い
た
が
、
諸
国
の
神
社
や
祭
祀
者
に
裁
許
状
を
出
し
て
勢
力
を

拡
張
し
た
。
吉
田
神
道
の
教
学
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、
顕
密
仏

教
に
内
包
さ
れ
た
本
迹
縁
起
神
道
、
両
部
習
合
神
道
を
全
面
的
に

否
定
し
、
唯
一
神
道
を
提
唱
し
た
。
修
験
道
、
吉
田
神
道
は
、
顕

密
仏
教
を
座
標
軸
に
し
て
、
自
ら
を
位
置
づ
け
た
と
こ
ろ
に
時
代

的
な
特
質
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
陰
陽
道
は
、
朝
廷
の
制
度

を
唯
一
の
存
立
の
基
盤
に
し
て
い
て
、
顕
密
仏
教
を
座
標
軸
に
し

な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
陰
陽
道
は
、
修
験
道
や
吉
田
神
道
と
は
異

質
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
世
の
寺
社
奉
行
の
管
理
の
も
と
で
本

山
・
本
所
・
頭
支
配
の
体
制
が
確
立
す
る
と
、
陰
陽
師
も
僧
侶
、

修
験
者
、
神
職
な
ど
と
な
ら
ん
で
「
宗
教
者
」
と
し
て
幕
府
に
よ

っ
て
処
遇
さ
れ
た
。
近
世
に
お
い
て
陰
陽
師
と
は
、
ど
の
よ
う
な

技
術
と
知
識
を
持
っ
た
「
宗
教
者
」
で
あ
っ
た
か
は
す
で
に
考
察

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
古
代
・
中
世
の
宗
教
史
に
お
い
て
陰
陽
道

を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
十
分
な
考

察
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
幅
広

い
議
論
が
求
め
ら
れ
る

㈢
科
学
史
と
し
て
の
陰
陽
道

　

新
叢
書
で
は
、
暦
、
天
文
を
扱
っ
た
論
文
が
ど
の
巻
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
新
叢
書
の
編
者
は
、
陰
陽
道
を
「
呪
術
宗
教
」
と

名
付
け
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
、
む
し
ろ
科
学
史
と
の
交
流
に

意
欲
的
で
あ
る
。「
技
術
」「
知
識
」「
知
」
と
い
う
用
語
が
、
ど

の
巻
の
総
論
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
陰
陽
寮
に
お

い
て
暦
、
天
文
、
漏
刻
が
官
人
の
実
務
の
対
象
で
あ
っ
た
。
陰
陽

寮
の
官
人
は
、
天
文
を
観
測
し
暦
の
計
算
を
行
っ
て
い
た
が
、
八

六
二
年
の
宣
明
暦
施
行
以
降
、
新
し
い
暦
法
が
中
国
か
ら
導
入
さ

れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
宣
明
暦
は
八
二
三
年
に
わ
た
っ
て
用
い

ら
れ
て
き
た
。
中
世
後
期
に
は
、
天
文
、
暦
の
業
務
は
形
骸
化
し

た
と
思
わ
れ
る
。

　

近
世
に
渋
川
春
海
が
、
将
軍
徳
川
綱
吉
の
命
に
よ
っ
て
改
暦
を

試
み
、
一
六
八
五
年
に
貞
享
改
暦
に
成
功
し
、
天
文
方
に
任
じ
ら

れ
、
天
文
台
で
観
測
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
改
暦
に
あ
た
っ
て
渋

川
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
世
界
地
図
、『
天
経
或
問
』、
朝
鮮
天

文
学
の
授
時
暦
研
究
な
ど
を
学
び
、
実
際
の
天
文
台
で
天
体
観
測
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を
行
っ
た
。
天
文
台
の
建
設
に
し
ろ
、
天
文
観
測
の
道
具
の
用
意

に
し
ろ
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
て
、
貞
享

改
暦
は
幕
府
の
財
力
と
政
治
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
改
暦
が
律
令

国
家
の
時
代
と
近
世
に
限
ら
れ
、
そ
の
間
の
時
代
に
は
改
暦
が
無

か
っ
た
の
は
、
中
央
集
権
の
国
家
体
制
が
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う（
（
（

。
天
文
方
設
置
以
降
、
天
文
台
で
天
文
観
測
が
行
わ
れ
た
が
、

天
文
学
の
先
進
国
で
あ
っ
た
中
国
、
朝
鮮
と
比
較
す
る
と
相
当
な

遅
れ
を
と
っ
た
。
近
世
に
四
度
の
改
暦
が
行
わ
れ
た
の
は
、
遅
れ

を
取
り
戻
し
正
確
な
暦
法
を
作
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
天
文
台

の
建
設
と
渋
川
に
よ
る
改
暦
は
、
陰
陽
道
史
に
と
っ
て
も
重
要
な

転
機
に
な
っ
た
。
暦
を
土
御
門
家
の
関
係
者
も
学
習
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
土
御
門
泰
邦
が
宝
暦
改
暦
を
実
行
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

陰
陽
道
は
、
も
と
は
技
能
官
人
に
よ
る
諸
道
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、

近
世
に
は
天
文
学
、
暦
学
の
技
術
と
知
識
は
天
文
方
の
み
な
ら
ず
、

土
御
門
家
や
地
方
の
暦
算
家
な
ど
に
も
広
が
っ
た
。
貞
享
改
暦
は
、

近
世
の
科
学
史
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
が
、
陰
陽
道

史
に
と
っ
て
も
画
期
で
あ
っ
た
。
土
御
門
家
や
そ
の
門
下
の
暦
算

家
は
、
天
文
学
、
暦
学
の
技
術
と
知
識
を
所
有
し
て
、
近
世
の
天

文
暦
学
の
一
翼
を
担
っ
た
。
改
暦
を
通
じ
て
科
学
史
と
陰
陽
道
史

が
つ
な
が
る
面
が
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
東
ア
ジ

ア
科
学
史
の
視
角
か
ら
陰
陽
道
や
暦
を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
陰
陽
道
研
究
も
東
ア
ジ
ア
の
人
文
学
研
究
の
一
隅
を
照
ら
す

灯
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注
（
1
）	

村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
話
』（
大
阪
書
籍
、
一
九
八
七

年
）
三
～
四
頁
。

（
2
）	

山
下
克
明
「
陰
陽
寮
と
陰
陽
道
」（『
陰
陽
道
叢
書 

第
一
巻

古
代
』
名
著
出
版
、
一
九
九
一
年
）。

（
3
）	

同
上
。

（
4
）	

注（
1
）の
第
一
〇
章
「
宮
廷
陰
陽
道
の
没
落
と
民
間
陰
陽

道
の
発
展
」。

（
5
）	

徳
永
誓
子
「
修
験
道
の
成
立
」（『
修
験
道
史
入
門
』
岩
田

書
院
、
二
〇
一
五
年
）。

（
6
）	

細
井
浩
志
氏
と
の
対
話
か
ら
示
唆
を
う
け
た
。

�

（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）
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